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▼
中
国
の
変
況

５
月
26
日
か
ら
30
日
ま

で
、
北
京
と
天
津
を
訪
ね

た
。
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
後

の
２
０
０
８
年
10
月
の
学
会

参
加
以
来
、
北
京
に
は
10
年

ぶ
り
の
訪
問
で
あ
る
。

そ
の
前
の
２
０
０
８
年

に
、
北
京
で
は
中
国
風
能
協

会
に
参
加
し
、
上
海
で
は
交

通
大
学
を
訪
問
し
風
力
発
電

施
設
を
見
学
し
た
。
ま
た
上

海
で
は
、
上
海
市
改
革
委
員

会
の
風
力
担
当
幹
部
に
日
本

の
協
力
を
依
頼
さ
れ
た
。
そ

れ
は
上
海
市
元
副
市
長
の
息

子
が
筆
者
の
研
究
室
の
大
学

院
修
了
生
だ
っ
た
と
い
う
知

縁
か
ら
だ
っ
た
。
当
時
は
、

小
泉
純
一
郎
首
相
の
靖
国
参

拝
に
関
係
し
た
反
日
活
動

で
、
上
海
の
日
本
料
理
店
を

襲
撃
す
る
事
件
も
起
き
て
い

た
。そ

の
後
の
２
０
０
９
年
９

月
と
２
０
１
２
年
10
月
、
上

海
に
出
か
け
た
。
上
海
万
博

（
２
０
１
０
年
５
月
～
10

月
）
前
後
の
上
海
の
変
貌
ぶ

り
に
は
驚
い
た
。
高
層
ビ
ル

が
林
立
し
、
異
常
で
す
ら
あ

っ
た
。
３
年
前
に
は
交
通
手

段
が
フ
ェ
リ
ー
し
か
な
か
っ

た
崇
明
島
は
架
橋
、
高
速
道

路
が
開
通
し
て
い
た
。
そ
の

上
、
島
内
に
は
大
型
風
車
の

ウ
イ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
が
で
き

い
。こ

の
「
核
心
価
値
観
」

は
、
と
り
わ
け
最
近
の
防
衛

省
や
財
務
省
、
あ
る
い
は
大

企
業
の
不
正
な
ど
を
知
る

と
、
資
本
主
義
の
日
本
に
お

い
て
も
必
要
な
標
語
で
あ
り

掲
示
で
あ
る
と
気
が
付
い
た
。

▼
研
究
施
設
の
訪
問

今
回
の
北
京
旅
行
は
、
筆

者
の
研
究
室
の
大
学
院
修
了

生
で
北
京
か
ら
留
学
し
て
い

た
李
君
の
案
内
で
、
彼
の
両

親
の
事
業
で
あ
る
電
子
顕
微

鏡
観
察
支
援
ツ
ー
ル
製
造
販

売
の
会
社
訪
問
と
、
そ
の
事

業
が
各
大
学
や
研
究
所
で
活

用
さ
れ
て
い
る
現
場
見
学
が

目
的
で
あ
る
。

最
初
の
訪
問
は
、
中
国
理

化
学
研
究
所
で
、
大
型
の
透

て
お
り
、
エ
コ
ア
イ
ラ
ン
ド

を
形
成
し
て
い
た
。
こ
の
事

案
は
、
英
国
の
ブ
レ
ア
首
相

も
後
押
し
し
て
、
胡
錦
濤
主

席
の
国
家
主
導
で
行
わ
れ
た

も
の
で
あ
っ
た
。

今
回
の
10
年
ぶ
り
の
中
国

訪
問
で
は
、
大
都
市
の
近
代

化
は
充
分
進
ん
で
い
る
が
、

か
つ
て
の
過
激
な
変
況
で
は

な
く
、
落
ち
着
き
さ
え
も
感

じ
ら
れ
た
。

以
下
、
今
回
の
訪
問
先
や

印
象
を
、
３
回
に
分
け
て
記

し
た
い
。

▼
「
核
心
価
値
観
」
の
標
語

北
京
や
天
津
の
街
や
駅
の

壁
に
は
、「
富
強
・
民
主
・

文
明
・
和
諧
、
自
由
・
平

等
・
公
正
・
法
治
、
愛
国
・

敬
業
・
誠
信
・
友
善
」
の
24

し
て
何
度
も
参
加
し
て
い
る

が
、
そ
の
発
展
に
は
驚
く
。

千
葉
大
大
学
院
の
元
留
学
生

が
材
料
分
析
の
担
当
教
授
で

研
究
以
外
の
話
に
も
花
が
咲

い
た
。

ゆ
っ
く
り
昼
食
を
摂
っ
た

後
、
北
京
農
業
大
学
生
命
科

学
研
究
所
を
訪
問
し
た
。
こ

の
研
究
所
は
、
中
国
の
生
命

科
学
の
共
同
研
究
施
設
で
も

あ
り
、
全
国
か
ら
の
研
究
者

が
滞
在
研
究
し
て
い
る
。
主

に
生
物
系
の
電
子
顕
微
鏡
観

察
の
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
、
食

料
資
源
の
改
善
に
向
け
た
国

家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
行
わ
れ

て
い
た
。
こ
れ
に
も
ナ
ノ
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
活
か
さ
れ
て

い
る
。

翌
日
の
午
前
中
は
、
ア
グ

リ
セ
ン
タ
ー
と
い
う
国
家
の

先
端
農
業
実
験
所
を
訪
問
し

た
が
。
こ
れ
は
次
回
に
述
べ

た
い
。

午
後
に
は
李
君
の
両
親
の

会
社
を
訪
ね
、
そ
の
後
、
北

京
大
学
（
北
大
）
電
子
顕
微

鏡
実
験
室
を
訪
ね
た
。
国
家

主
峰
の
研
究
室
に
は
、
世
界

の
最
先
端
の
電
子
顕
微
鏡
が

多
数
配
置
さ
れ
て
い
た
。

筆
者
も
千
葉
大
在
職
中

は
、
材
料
や
機
械
の
破
壊
の

研
究
で
、
電
子
顕
微
鏡
や
Ｘ

線
回
折
装
置
を
用
い
て
い

た
。
そ
の
頃
は
、
分
解
能
や

解
像
度
を
高
め
、
Ｘ
線
を
発

生
さ
せ
る
た
め
に
は
、
加
速

度
電
圧
の
高
い
電
子
顕
微
鏡

が
最
良
の
ツ
ー
ル
と
思
わ
れ

て
い
た
。

し
か
し
、
そ
れ
は
15
年
も

ま
え
の
こ
と
で
、
現
在
の
ナ

ノ
ス
ケ
ー
ル
を
対
象
と
し
た

観
察
で
は
、
加
速
電
圧
を
低

く
し
観
察
サ
ン
プ
ル
に
ダ
メ

ー
ジ
を
与
え
な
い
よ
う
に

し
、
か
つ
分
解
能
を
高
め
鮮

明
な
画
像
が
得
ら
れ
る
よ
う

な
電
子
顕
微
鏡
に
進
化
し
て

い
た
。

本
コ
ラ
ム
の
第
14
回
（
第

84
号
）
で
述
べ
た
「
転
位
」

を
観
察
す
る
こ
と
が
当
時
は

大
変
で
あ
っ
た
が
、
い
ま
は

容
易
で
あ
る
と
い
う
。

ま
た
、「
そ
の
場
観
察
」

と
い
う
顕
微
鏡
の
中
で
サ
ン

プ
ル
を
実
働
さ
せ
て
観
る
こ

と
も
容
易
に
な
っ
て
い
た
。

筆
者
も
当
時
、
あ
る
大
企
業

の
研
究
所
と
共
同
で
、
疲
労

ク
ラ
ッ
ク
の
進
展
を
そ
の
場

観
察
で
き
る
よ
う
に
電
子
顕

微
鏡
へ
の
付
加
装
置
を
開
発

し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
北
大

で
は
、
材
料
の
加
工
面
を
そ

の
場
観
察
で
き
る
ド
イ
ツ
製

顕
微
鏡
を
使
っ
て
い
た
。
加

工
現
象
の
ナ
ノ
観
察
す
る
最

先
端
研
究
に
は
有
力
な
ツ
ー

ル
で
あ
る
と
い
え
る
。
ま

た
、
凍
結
し
た
サ
ン
プ
ル
を

観
察
で
き
る
も
の
も
使
用
し

て
い
た
。

に
、
若
い
研
究
者
や
学
生
が

電
子
顕
微
鏡
を
、
連
日
18
時

間
も
交
替
で
使
用
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

最
先
端
顕
微
鏡
観
察
に
よ

る
研
究
遂
行
に
は
、
先
端
的

電
子
顕
微
鏡
本
体
以
外
に
、

ナ
ノ
観
察
を
行
う
た
め
の
付

属
部
品
（
支
援
ツ
ー
ル
）
が

必
要
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
、

そ
う
し
た
支
援
ツ
ー
ル
を
作

る
マ
イ
ク
ロ
加
工
技
術
も
必

要
で
あ
る
。

今
回
の
訪
問
で
深
く
心
に

刻
ん
だ
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ

は
、
も
の
づ
く
り
名
家
で
あ

っ
た
日
本
が
、
そ
の
担
い
手

を
放
棄
す
る
と
世
界
の
高
品

位
化
か
ら
置
い
て
き
ぼ
り
に

さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
実

は
、
そ
う
し
た
マ
イ
ク
ロ
加

工
技
術
は
、
高
付
加
価
値
で

あ
り
、
面
積
も
設
備
も
大
規

模
な
も
の
は
不
要
な
エ
コ
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
あ
る
こ
と
を

目
に
し
た
。

▼
三
つ
の
「
公
」

国
家
主
導
は
、
持
続
可
能

な
世
界
を
実
現
す
る
た
め
の

ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
フ
ォ
ー
ス
で

あ
る
。
そ
の
際
、
必
要
な
標

語
で
あ
り
、
合
言
葉
は
、

「
核
心
価
値
観
」
で
あ
る
。

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
）
を
志
向

し
、
選
択
し
、
実
施
し
、
運

用
し
、
継
続
す
る
た
め
に

は
、「

公

共
・

公

平
・

公

開
」
の
三
つ
の
「
公
」
が
必

要
で
あ
る
。
公
共
＝
適
用
、

公
正
＝
運
用
、
公
開
＝
理
解

で
あ
る
。

し
ば
し
ば
「
説
明
責
任
」

が
求
め
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は

言
い
訳
で
は
な
く
、
事
前
に

身
を
処
し
て
行
動
す
る
意
味

の
説
明
責
任
の
原
語
の
ア
カ

ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ（account

ability

）
で
あ
る
。
こ
れ

が
、
隣
の
国
、
中
国
を
今
回

訪
問
し
、
メ
イ
ド
・
イ
ン
・

ジ
ャ
パ
ン
の
品
位
保
全
の
た

め
に
必
要
な
国
家
主
導
の
倫

理
観
で
あ
る
と
感
じ
た
。

　

【
次
回
（
中
）
に
続
く
】

▼
ナ
ノ
は
ハ
イ
・
エ
コ
ノ
ミ

ー
で
エ
コ
ロ
ジ
ー

北
大
で

は
、
そ
う

し
た
研
究

文
字
か
ら
な

る
「
社
会
主

義
核
心
価
値

観
」
と
い
う

標
語
が
掲
げ

ら

れ

て

い

る
。
こ
れ
は

12
語
の
う
ち

前
段
の
４
文

字

が

国

家

に
、
中
段
が

社
会
に
、
後

段
が
国
民
に

向
け
ら
れ
た

ス
ロ
ー
ガ
ン

で
あ
る
ら
し

過
型
顕
微
鏡

や
走
査
型
顕

微
鏡
が
稼
働

し
て
い
た
。

日
本
製
の
電

子
顕
微
鏡
も

活
躍
し
て
い

る
。次

の
訪
問

は
、
北
京
航

空
航
天
大
学

（
北
航
大
）。

北

航

大

は
、
筆
者
も

日
中
国
際
会

議
の
幹
事
と

▶
街
に
掲
示
さ
れ
て
い
る

ス
ロ
ー
ガ
ン


